
     

市
民
健
康
意
識
調
査
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
意
識
や
生
活

習
慣
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
計

画
で
あ
る｢

健
康
あ
き
た
市
21｣

の
中
間

評
価
の
資
料
と
し
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
し
た
４
千
500
人
の
か

た
へ
、
12
月
上
旬
に
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
総
務
課
☎(
８
８
３)

１
１
７
０

市
の
廃
棄
物
の
減
量
な
ど
を
調
査･

審
議
す
る｢

秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会｣

の
公
募
委
員
を
４
人(

予

定)

募
集
し
ま
す
。

任
期
は
来
年
２
月
１
日
か
ら
２
年

間
。
審
議
会
は
年
３
回
程
度
、
平
日
の

日
中
に
約
２
時
間
開
催
し
ま
す
。
報
酬

あ
り
。

対
象
▼

市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
か
た

(

国･

地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
常
勤
職

員
、
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

を
除
く)

申
込
書
の
配
布
場
所
▼

市
役
所
３
階
の

環
境
都
市
推
進
課(

同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
可)

応
募
方
法
▼｢

ご
み
の
排
出
抑
制(

リ
デ

ュ
ー
ス)｣

｢

製
品
の
再
使
用(

リ
ユ
ー

ス)｣｢

ご
み
の
再
資
源
化･

再
生
利
用(

リ

サ
イ
ク
ル)｣

か
ら
テ
ー
マ
を
１
つ
選
ん

で
、
800
字
程
度
の
小
論
文
を
申
込
書
と

履
歴
書
に
添
え
、
12
月
12
日
(月)(

必
着)

ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
提
出
の
い
ず
れ
か
で
、

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
環
境
都

市
推
進
課
Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
７
０
７

Ｅ
メ
ー
ルro-evcp@

city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
６

｢

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律｣

の

改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
公
選
制
を

廃
止
し
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
秋
田
市
農
業

委
員
会
は
平
成
29
年
７
月
か
ら
新
体
制

へ
移
行
し
ま
す
。

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
市
民
を
対
象
に
推
薦･

公
募
に
よ
り
募
集
し
、
選
考
委
員
会
で

選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
委
員
の
募
集
説
明
会
を
、
左

記
の
と
お
り
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
意
欲
や
関
心

の
あ
る
か
た
は
、
お
近
く
の
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
な
業
務
と
募
集
人
数

農
業
委
員
…
委
員
会
で
の
議
案
な
ど
の

審
議･

決
定
。
募
集
は
19
人

＊
農
業
委
員
は
認
定
農
業
者
が
委
員
の

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
、
利
害
関
係

の
な
い
中
立
委
員
を
含
め
る
こ
と
な

ど
が
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
…
担
当
区

域
で
の
農
地
利
用
の
最
適
化(

農
地
の

集
積･

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止･

解
消
な
ど)

の
推
進
の
た
め
の
現
場

活
動
。
募
集
は
29
人

報
酬
な
ど

両
委
員
と
も
に
月
額
３
万
１
千
円
、
活

動
内
容
に
応
じ
て
日
額
１
万
円
、
費
用

弁
償(

総
会
出
席
時
の
交
通
費)

を
支
給

任
期

平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
３
年

◆
説
明
会
の
会
場
と
日
程

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

12
月
３
日
(土)
午
前
10
時
〜

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

12
月
３
日
(土)
午
後
２
時
〜

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

12
月
10
日
(土)
午
前
10
時
〜

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

12
月
10
日
(土)
午
後
２
時
〜

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

12
月
17
日
(土)
午
前
10
時
〜

●
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎(

８
８
８)

５
７
９
６

４

現
在
、
新
庁
舎
の
開
庁
に
よ
る
利
用
者
の
増

加
と
旧
庁
舎
解
体
工
事
に
伴
い
、
市
役
所
駐
車

場
が
混
雑
し
て
お
り
ま
す
。

市
役
所
や
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
乗
り
合
わ
せ
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農の
う

業ぎ
ょ
う

委い

員い
ん

な
ど
の
推
薦

す
い
せ
ん･

募ぼ

集し
ゅ
う

説
明
会

せ
つ
め
い
か
い

を
行お

こ
な

い
ま
す

市し

民
健
康

み
ん
け
ん
こ
う

意い

識し
き

調ち
ょ
う

査さ

に

ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

く
だ
さ
い

廃は
い

棄き

物ぶ
つ

の
減げ

ん

量り
ょ
う

に
関か

ん

す
る

審し
ん

議ぎ

会か
い

の
委い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

広
報
あ
き
た
10
月
21
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、
全
国
の｢

山･

鉾･

屋
台

行
事｣

を
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
し
よ
う
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ(

ユ

ネ
ス
コ)

へ
提
案
し
て
い
た
件
で
、

10
月
31
日
、
無
形
文
化
遺
産
保
護
条

約
政
府
間
委
員
会
の
評
価
機
関
か

ら
、
登
録
へ
の
実
現
が
よ
り
高
い
勧

告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
11
月
28
日
(月)
〜
12
月
２
日

(金)
の
日
程
で
エ
チ
オ
ピ
ア
で
開
催
さ

れ
る
第
11
回
政
府
間
委
員
会
で
最
終

決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

｢

土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事｣

が
、
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
な
る
の

は
目
前
！

さ
ら
に
一
押
し
、
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

土崎神明社祭の曳山行事

市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、下記ページをご覧ください。
u公式ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/
u公式ツイッター　https://twitter.com/akitacity
u秋田市役所Facebookページ　https://www.facebook.com/city.akita

吹き抜け

世界無形文化遺産に

前進！

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略



犯
罪
防
止
や
被
害
者
支
援
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー(

市
役
所
１
階)

で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
か
た
な

ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
生
活
や
福
祉

な
ど
の
手
続
き
が
一
つ
の
窓
口
で
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

①
空
き
家
定
住
推
進
事
業

対
象
▼

次
の
ア･

イ
の
い
ず
れ
か
。

ア. 

秋
田
市
の｢

空
き
家
バ
ン
ク｣(

※)

に

登
録
さ
れ
た
空
き
家
を
購
入
し
、
市

外
か
ら
移
住
す
る
か
た(

３
年
以
上

の
定
住)

イ.

秋
田
市
の｢

空
き
家
バ
ン
ク｣

に
登

録
さ
れ
た
空
き
家
を
賃
貸
す
る
所

有
者
ま
た
は
賃
借
し
て
市
外
か
ら

移
住
す
る
か
た(

５
年
以
上
の
定
住)

※
空
き
家
所
有
者
か
ら
の
申
し
込
み
に

よ
り
、
空
き
家
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
提
供
す
る
制
度
。

対
象
工
事
▼

市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店

な
ど
が
あ
る
建
設
業
者
な
ど
が
施
工
す

る
、
定
住
の
た
め
に
必
要
な
本
体
工
事

補
助
額
▼

対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
。

購
入
は
上
限
100
万
円
、
賃
貸
借
は
上
限

30
万
円

②
多
世
帯
同
居･

近
居(

※)

推
進
事
業

対
象
▼

次
の
ウ･

エ
の
い
ず
れ
か
。

ウ.

市
内
で
居
住
用
に
所
有
し
て
い
る
住

宅
を
改
築･

改
修
し
、
新
た
に
多
世

帯
同
居(

世
帯
数
が
１
つ
以
上
増
加)

を
す
る
か
た(

３
年
以
上
の
同
居)

エ.

親･

子･

孫
な
ど
三
世
代
の
い
ず
れ

か
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

の
そ
ば
に
市
外
か
ら
近
居
す
る
か

た(

３
年
以
上
の
近
居)

※
転
居
し
て
住
居
が
近
く
な
る
こ
と
。

対
象
と
な
る
工
事
ま
た
は
経
費
▼

・
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ

る
建
設
業
者
な
ど
が
施
工
す
る
、
同

居
に
必
要
な
住
宅
の
本
体
工
事

・
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入(

中
古
住

宅
を
含
む)

す
る
費
用
、
貸
家(

ア
パ

ー
ト
な
ど
を
含
む)

の
賃
貸
借
契
約

に
係
る
敷
金･

権
利
金･

仲
介
手
数
料

補
助
額
▼

・
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
。
市
内
在

住
者
の
同
居
は
上
限
50
万
円
。
市
外

在
住
者
か
市
内
在
住
者
の
う
ち
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
同

居
は
上
限
100
万
円

・
住
宅
購
入
費
は
上
限
100
万
円
、
賃
貸

借
契
約
は
上
限
30
万
円

＊
①
②
の
事
業
と
も
、
東
日
本
大
震
災

で
避
難
し
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る

か
た
も
利
用
で
き
ま
す
。

＊
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成(

50
万
円
以

上
の
工
事
に
対
し
５
万
円)

と
併
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　

住
宅
整
備
課
☎(

８
８
８)

５
７
７
０

不
法
投
棄
は
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
残
す

た
め
、
み
ん
な
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
廃
棄
物
対

策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

秋
田
市
内
の
お
も
な
処
罰
の
状
況

机
や
衣
類
な
ど
を
山
林
に
投
棄
…
罰
金

50
万
円
、
書
類
や
家
具
な
ど
を
山
林
に

投
棄
…
罰
金
50
万
円

●
問
い
合
わ
せ

廃
棄
物
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
７
１
３

広報あきた　平成28年11月18日号５

〝
支
え
合
い

寄
り
添
う
心
育
ん
で
〞

情報統計課調査統計担当☎(888)5470問い合わせ

秋田市の状況

空あ

き
家や

へ
の
定て

い

住じ
ゅ
う

や

多た

世せ

帯た
い

同ど
う

居き
ょ

な
ど
に
助じ

ょ

成せ
い

平成27年国勢調査の結果
秋田市の人口は315,814人

11
月
25
日
(金)
〜
12
月
１
日
(木)
は

｢

犯
罪

は
ん
ざ
い

被ひ

害
者

が
い
し
ゃ

週し
ゅ
う

間か
ん｣

で
す

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
総
合
窓
口

(

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内)

☎(

８
８
８)

５
６
４
６

不ふ

法
投

ほ
う
と
う

棄き

は

犯
罪

は
ん
ざ
い

で
す
！

監視カメラ
｢みてるくん｣

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
ギュっとちゃん

平成27年10月１日に行われた国勢調査の確定値が公

表されました。総務省統計局によると、秋田市の人口は

315,814人で、平成22年の国勢調査に比べて7,786人

減少し、世帯数は135,318世帯で、4,000世帯増加しま

した。また、１世帯当たりの人数は2.33人となり、平成

22年の2.46人から減少しています。

平成27年の確定値においては、人口減少は避けられ

なかったものの、平成24年時点で見込まれていた各種

推計人口よりも緩やかな減少にとどまりました。


